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257
まちのスケジュール

町の人口　4,200人（前月比+21人）  世帯数1,961戸　R8.5.1 現在

オレンジカフェ（赤名福島邸）
住民健診（谷笑楽校）

住民健診（小田体育館）

住民健診（赤名改善センター）〈～19日〉

住民健診（保健福祉センター）〈～24日〉

オレンジカフェ（つがか工房）

住民健診（さつき会館）

オレンジカフェ（上赤名会館）

健康にい～にゃん週間〈～23日〉

国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
固定資産税納期限

しまね家庭の日

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制
きじま里山講座ホタル観察会（ふるさと回想館）
halfナイトウォークラリー（さつき会館）

国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
町県民税納期限

飯南町消防団夏期訓練（頓原防災拠点施設）

マイトリーコンサート「in the sun」（来島交流センター）

ポピー祭（東三瓶フラワーバレー）

人権学習＋α（谷笑楽校）

頓原中学校区小中学校合同音楽会（頓原中体育館）
赤来中学校区小中学校合同音楽会（赤来中体育館）

きじま寄席　桂弥っこ公演（来島交流センター）

しば餅づくり（来島交流センター）

スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

　

来
島
公
民
館「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
」に
参
加

し
た
飯
南
高
校
生
。県
外
か
ら
の
入
学
生

は
、初
め
て
の
経
験
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
が
な
か
な
か
掘
れ
ず
苦
戦
す

る
場
面
で
は
、地
域
住
民
が
お
手
伝
い
。「
出

身
は
ど
こ
」「
何
部
に
入
っ
た
の
」な
ど
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ほっと。Café（来島保健センター）〈毎週火・水・金曜日〉

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

W
e
b
シ
ス
テ
ム
開
発
、D
X
支
援
な
ど
を

手
掛
け
る
株
式
会
社
イ
―
グ
リ
ッ
ド（
出
雲

市
）で
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
い
、多
様
な
視
点
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
D
i
v
．部
長
と
し
て
活
躍
す

る
山
室
真
里
子
さ
ん（
40
歳
）。

　

様
々
な
経
験
を
積
み
た
い
と
考
え
、現
在

の
会
社
に
就
職
す
る
以
前
は
、バ
イ
ヤ
ー
、営

業
職
な
ど
多
様
な
業
種
に
就
い
て
き
た
と
い

い
ま
す
。

　
「
多
角
的
な
視
点
を
持
ち
、双
方
的
な
判
断

力
を
身
に
つ
け
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、幅
広

い
経
験
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」と
山
室

さ
ん
。「
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
ス
キ
ル
を
手

に
入
れ
ら
れ
る
か
」を
考
え
な
が
ら
仕
事
を

選
ん
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
勤
務
し
て
い
る
I
T
企
業
に
も
未
経

験
で
入
社
し
、勉
強
し
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
き
た
山
室
さ
ん
。幅
広
い
物

事
に
関
心
を
持
ち
、学
び
続
け
る
姿
勢
は
、祖

父
の
お
か
げ
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
祖
父
は
博
識
で
、色
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
人
で
し
た
。植
物
や
歴
史
の
話
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。幼
い
頃
か

ら
、祖
父
の
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
管
理
職
と
し
て
、エ
ン
ジ
ニ
ア
、デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
多
様
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
山
室
さ

ん
。

　
「
多
様
な
職
種
の
力
を
組
み
合
わ
せ
、新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
仕
事
。新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
、お
客
様
の
経
営
支
援
に

及
ぶ
こ
と
も
。正
解
が
な
い
の
で
大
変
だ
が

面
白
い
」と
微
笑
み
ま
す
。

豊
か
な
経
験
が
人
生
を

切
り
拓
く

58
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次の
人を指名。つながり
続くよどこまでも。

野萱出身、飯南高卒業。
島根県立大学を卒業
後、京都の商社に就職。
結婚を機に島根にJター
ンし、現在はシステム・
ソフトフェア開発等を
手掛けるIT企業で活躍
（出雲市在住）。

転職を通して経験を積んできたこと
で、一生続けられる仕事に出会えた
という山室さん。「働くスタッフ1人ひ
とりにメリットがあり、個人も会社も
成長できる循環を作りたい」と、管
理職としての目標を話します。

特集  車も自転車もルールを守って安全に

「ようこそ」が響く、春の山
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笑顔と誇りを未来へつなぐまち  飯南

山室　真里子
（旧姓：安部）

やま むろ ま　り　こ


